
再評価結果（平成18年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：鈴木 克宗

事業名 一般国道１６９号 奥瀞道路 事業 一般国道 事業 国土交通省
おくどろどうろ

区分 主体 近畿地方整備局

起終点 自：和歌山県東牟婁郡北山村小松 延長 ６．３km
ひがしむろぐんきたやまむらこまつ

至：和歌山県新宮市熊野川町玉置口
しんぐうしくまのがわちょうたまきぐち

事業概要

一般国道１６９号は、奈良県奈良市を起点として、紀伊半島内陸部を縦貫し、和歌山県新宮市に至る延

長１９０㎞の道路であり、奥熊野地方の日常生活の支えとして、また観光地アクセスの経路として重要な

役割を担っている。

奥瀞道路は、国道１６９号における通行不能区間を解消し、沿線町村と新宮市との連携強化、沿線住民

の生活道路としての機能確保、災害時や緊急時の安定した交通の確保、観光をはじめとする地域の基幹産

業の支援などを目的とした道路である。

Ｓ５６年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｓ５８年度用地着手 Ｓ５８年度工事着手

（Ｈ－年度変更）

全体事業費 ２１０億円 事業進捗率 ７８％ 供用済延長 ４．１km

計画交通量 １，４００～２，０００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 １.３ ３４/３１１億円 １１４/３９１億円 平成１７年(事業全体)

走行時間短縮便益：90/349億円事 業 費：32/305億円

走行費用減少便益：18/ 34億円(残事業) ３.３ 維持管理費： 2/ 6億円

交通事故減少便益： 5/ 8億円

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交通量変動 ：B/C＝3.0（交通量-10%） B/C＝3.7（交通量+10%）

事業費変動 ：B/C＝3.0（事業費+10%） B/C＝3.7（事業費-10%）

事業の効果等

・日常活動圏の中心都市へのアクセス向上（新宮市へのアクセスが109分から75分へ34分短縮）

・二酸化炭素排出量の削減（年間3,167トンのCO が削減） 他１２項目に該当2

関係する地方公共団体等の意見

奥瀞道路は、通行不能区間の解消、災害時、緊急時における交通確保に重要な役割を果たすことが期待

されており、和歌山県知事や十津川村をはじめとする２市２村で構成される国道１６９号直轄工事促進委

員会より早期完成の要望（平成17年７月）を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

奥瀞道路沿線地域は、人口は減少傾向にあるものの、人口あたりの自動車保有台数は、県の平均を上回

って高くなっている。

平成８年７月にⅠ期区間が供用し交通不能区間が解消された。また、平成１６年３月にはⅡ期区間の一

部が供用したところである。

事業の進捗状況、残事業の内容等

・奥瀞道路のⅠ期、Ⅱ期の建設にあたっては、

①地形が非常に急峻であること

②これらの地形を通過するため、トンネル・橋梁等の構造物が大半を占めること

③工事のための進入路が限られていること

などから、工事は困難を極めたが、平成8年7月にⅠ期区間（Ｌ＝3.7㎞）を供用した。また、Ⅱ期区間の

うち、0.4km（奈良県吉野郡十津川村～和歌山県新宮市熊野川町玉置口地区）については、平成16年3月に

供用した。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

現在 区間の終点部に残っている用地（ 件）については、共有地であることから、引き続き用地2.2km 1
取得を完了させるため、地元新宮市と調整のうえ、地権者交渉を行っているところである。

用地取得は９８％完了しており、引き続き事業を推進し、平成２０年度全線供用を目指している。

※ 自治体名については、平成１８年３月時点で記載



施設の構造や工法の変更等

施工にあたっては、完成後の道路管理者である和歌山県との協議により、トンネル点検用として車道横

に設ける監査歩廊を省略するなどにより、トンネル断面積を従来より約10％縮小し、コスト縮減を図ると

ともに、新技術の積極的な活用や建設発生土の有効利用等で更なるコスト縮減に努める。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 自治体名については、平成１８年３月時点で記載


